
小
泉
劇
場
、
最
後
の
舞
台
と
な
っ
た
、
通
常
国
会
が
幕
を
閉
じ

ま
し
た
。

国
民
に
「
痛
み
」
を
強
要
す
る
医
療
制
度
の
改
悪
や
国
民
サ
ー

ビ
ス
を
切
り
捨
て
る
公
務
員
削
減
法
な
ど
が
強
行
さ
れ
ま
し
た

が
、
一
方
目
白
押
し
に
上
程
さ
れ
た
政
治
的
悪
法
の
「
教
育
基
本

法
改
悪
」、「
国
民
投
票
法
」、「
共
謀
罪
新
設
」
、
「
防
衛
省
昇
格
」

な
ど
、
軒
並
み
に
継
続
審
議
と
な
り
ま
し
た
。
国
民
世
論
と
野
党

の
奮
闘
で
自
公
政
権
を
し
て
、強
行
成
立
を
断
念
さ
せ
た
の
で
す
。

一
段
と
重
要
と
な
っ
た
秋
の
臨
時
国
会
を
前
に
、
盛
夏
の
七
、

八
月
は
政
治
的
に
特
別
の
意
義
を
も
っ
て
い
ま
す
。

終
戦
記
念
日
を
期
し
て
性
懲
り
も
な
く
小
泉
首
相
と
閣
僚
た
ち

は
、
戦
争
賛
美
の
靖
国
参
拝
を
企
図
し
て
い
ま
す
。

時
あ
た
か
も
地
球
的
規
模
に
日
米
共
同
作
戦
を
展
開
す
る
「
米

軍
再
編
」
と
呼
応
す
る
形
の
靖
国
参
り
で
あ
れ
ば
、
近
隣
諸
国
へ

の
脅
威
は
は
か
り
知
れ
ま
せ
ん
。

全
国
理
事
会
で
は
、
全
国
五
千
を
超
え
た
「
九
条
の
会
」
は
じ

め
、
平
和
と
く
ら
し
を
ま
も
る
国
民
共
同
の
運
動
に
参
加
協
力
し

て
い
る
同
盟
会
員
の
活
躍
が
、
生
き
い
き
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

戦
争
と
人
権
侵
害
の
歴
史
の
、
体
験
と
追
体
験
を
特
性
と
す
る

同
盟
で
す
。
こ
の
夏
健
康
に
気
を
つ
け
な
が
ら
、「
靖
国
史
観
」を

許
さ
ず
、「
平
和
憲
法
史
観
」を
広
め
る
運
動
を
展
開
し
ま
し
ょ
う
。

●
６
月
全
国
理
事
会
ひ
ら
く
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２
〜
３

●
衆
参
両
院
の
紹
介
議
員
一
覧
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
４

●
顕
彰
碑
／
藤
森
成
吉
歌
碑
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
５

●
時
の
焦
点
／
核
兵
器
三
万
二
三
〇
〇
発
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
５

●
抵
抗
の
群
像
／
豊
多
摩
刑
務
所
で
獄
死
し
た
池
田
勇
作

と
妻
郁
の
生
涯
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
６

●
同
盟
歌
壇
／
碓
田
の
ぼ
る
選
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
７

●
書
棚
／
『
元
日
本
兵
が
語
る「
大
東
亜
戦
争
」の
真
相
』
…
…
…
…
７
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全
国
理
事
会
は
６
月
２３
日
、
東
京
・
全
労
連
会
館
で
開
か
れ
、
全
国
か

ら
中
央
役
員
、
理
事
七
〇
名
が
出
席
し
ま
し
た
。
神
戸
照
会
長
代
行
が
開

会
あ
い
さ
つ
、
中
西
三
洋
会
長
が
激
励
あ
い
さ
つ
し
た
後
、
針
谷
宏
一
事

務
局
長
が
、
「
５
・
１６
国
会
請
願
の
成
功
を
力
に
全
同
盟
員
が
、
憲
法
九

条
を
高
く
か
か
げ
、
た
た
か
い
の
先
頭
に
立
ち
、
一
万
六
千
人
会
員
の
早

期
達
成
を
」め
ざ
す
運
動
方
針
を
提
案
、
十
六
人
が
発
言
し
活
発
に
討
論
、

方
針
を
満
場
一
致
で
確
認
し
ま
し
た
。
発
言
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

針
谷
事
務
局
長
が
方
針
を
提
案

針
谷
事
務
局
長
は
、
次
の
よ
う
な
報

告
を
お
こ
な
い
ま
し
た
（
要
旨
）
。

�
、
当
面
の
情
勢
と
同
盟
の
任
務

通
常
国

会
で
は
、

医
療
改
悪

法
案
、
教

育
基
本
法

改
悪
法

案
、
改
憲

手
続
き
法

案
、
共
謀

罪
法
案
の

四
法
案
が
審
議
さ
れ
、
医
療
改
悪
法
は

強
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
他
の
三
法
案
は

継
続
審
議
で
、
秋
の
臨
時
国
会
に
持
ち

越
さ
れ
ま
し
た
。

「
米
軍
再
編
」
は
、
岩
国
、
座
間
を

は
じ
め
全
国
で
、
自
治
体
ぐ
る
み
の
た

た
か
い
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。同
盟
は
、

こ
れ
ら
の
た
た
か
い
に
積
極
的
に
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
。

「
横
浜
事
件
」
再
審
裁
判
は
、
完
全

無
罪
と
治
安
維
持
法
犠
牲
者
へ
の
謝
罪

・
賠
償
を
求
め
、
支
援
を
強
め
ま
す
。

今
日
の
情
勢
は
、
同
盟
の
役
割
を
浮

き
彫
り
に
し
、
治
安
維
持
法
そ
の
も
の

へ
の
関
心
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

�
、
当
面
の
活
動
方
針

１
、
治
安
維
持
法
犠
牲
者
に
謝
罪
と

賠
償
を
要
求
す
る
活
動

�
５０
万
国
会
請
願
署
名

各
都
道
府
県
が
目
標
を
決
め
、
た
だ

ち
に
運
動
を
開
始
し
ま
し
ょ
う
。
「
九

条
の
会
」
は
、
全
国
で
５
０
０
０
を
超

え
、
こ
の
運
動
と
結
ん
で
、
５０
万
署
名

を
達
成
し
ま
し
ょ
う
。
「
治
安
維
持
法

九
条
の
会
」
の
呼
び
か
け
を
広
げ
る
。

署
名
推
進
の
リ
ー
フ
、
「
絵
手
紙
は
が

き
」
の
活
用
。
地
元
国
会
議
員
へ
事
前

の
働
き
か
け
を
強
め
ま
し
ょ
う
。

�
地
方
議
会
へ
の
陳
情
・
請
願
の
強
化

３
５
０
市
町
村
議
会
で
成
果
を
あ
げ

た
が
、
合
併
で
状
況
が
大
き
く
変
化
し

ま
し
た
。
実
態
を
調
査
し
、
あ
ら
た
め

て
請
願
・
陳
情
を
強
め
ま
し
ょ
う
。

�
国
際
交
流
と
国
連
要
請
活
動

国
連
の
人
権
委
員
会
が
人
権
理
事
会

に
な
り
、
年
間
を
通
じ
て
審
議
さ
れ
る

の
で
、
対
応
を
研
究
し
ま
す
。
今
年
は

韓
国
、
来
年
は
中
国
を
訪
問
し
て
交
流

と
連
帯
を
強
め
ま
す
。

２
、
治
安
維
持
法
犠
牲
者
、
先
覚
者

を
顕
彰
す
る
活
動

先
覚
者
た
ち
の
顕
彰
活
動
を
す
す
�

戦
後
い
っ
か
ん
し
て
反

戦
を
貫
い
た
一
人
の
歌

人
が
亡
く
な
っ
た
。
近

藤
芳
美
、
９３
歳
。
長
く

朝
日
歌
壇
の
選
者
を
つ

と
め
、
幾
多
の
反
戦
歌
を
選
歌
し
た
。

赤
旗
ま
つ
り
の
選
者
も
つ
と
め
た
▼

つ
い

「
終
の
夜
の
御
手
に
も
つ
れ
し
髪
す
け

ば
た
だ
ま
ぼ
ろ
し
と
思
う
戦
さ
は
」（
満

田
道
子
）、「
徴
兵
は
命
か
け
て
も
阻
む

べ
し
母
祖
母
お
み
な
牢
に
満
る
と
も
」

（
石
井
百
代
）。今
は
古
典
と
も
言
え
る

こ
れ
ら
の
歌
を
選
歌
し
た
の
も
近
藤
芳

美
だ
▼
小
泉
首
相
が
イ
ラ
ク
か
ら
の
陸

上
自
衛
隊
の
撤
退
を
指
示
し
た
。
引
退

の
花
道
か
と
思
い
き
や
、
航
空
自
衛
隊

の
バ
ク
ダ
ッ
ト
な
ど
危
険
地
域
に
活
動

範
囲
を
拡
大
し
て
米
軍
支
援
を
強
化
す

る
の
が
狙
い
だ
▼
も
う
ひ
と
つ
反
戦
歌

―
「
そ
れ
ほ
ど
に
戦
さ
が
し
た
い
男
ら

よ
子
を
生
ん
で
み
よ
死
ね
と
言
え
る

か
」（
中
村
文
子
）。子
ど
も
を
生
み
育
て

る
女
性
の
戦
争
を
憎
む
鋭
さ
は
古
今
東

西
を
問
わ
な
い
。
与
謝
野
晶
子
が「
君

死
に
た
ま
ふ
こ
と
な
か
れ
」を
詠
っ
た

時
、
こ
れ
を
非
難
し
た
大
町
桂
月
に
晶

子
は
「
少
女
と
申
す
者
誰
も
戦
争
ぎ
ら

い
に
て
候
」
と
反
論
し
た
。

（
佐
）

憲憲
法法
九九
条条
をを
高高
くく
かか
かか
げげ
、、
国国
会会
請請
願願
のの
成成
功功

をを
力力
にに
一一
万万
六六
千千
人人
会会
員員
のの
早早
期期
達達
成成
をを

――
二二
〇〇
〇〇
六六
年年
六六
月月
理理
事事
会会
のの
報報
告告
とと
発発
言言
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め
る
。
映
画
「
時
代
を
撃
て
・
多
喜

二
」
の
上
映
運
動
。
治
安
維
持
法
犠
牲

者
名
簿
を
作
成
す
め
る
た
め
、
犠
牲
者

の
発
掘
・
調
査
を
す
す
め
ま
す
。

３
、
会
員
拡
大
目
標
一
万
六
千
人
の

早
期
達
成
を

大
会
後
の
会
員
拡
大
は
、
６
月
１
日

現
在
５
０
８
人
で
、
到
達
は
一
万
４
６

２
７
人
。
昨
年
１０
月
か
ら
５
月
ま
で
８

カ
月
連
続
拡
大
。
大
阪
、
青
森
は
じ
め

３３
県
本
部
が
増
勢
し
、
そ
の
う
ち
１６
県

が
二
ケ
タ
以
上
増
勢
し
ま
し
た
。
先
進

に
学
び
、
本
格
的
に
拡
大
運
動
を
推
進

し
ま
し
ょ
う
。

４
、
全
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
、
全
国
女

性
交
流
集
会（
１１
月
１２
・
１３
日
熱
海
市
）

を
成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

犠
牲
者
へ
の
謝
罪
と
賠
償
こ
そ

再
び
戦
争
国
家
に
し
な
い
道

滋
賀

西
田

清

今
年
も
署
名
目
標
は
達
成
で
き
な
か

っ
た
。
先
日
の
総
会
で
は
、
戦
前
の
闘

い
が
風
化
し
て
い
る
。
戦
前
の
こ
と
を

も
っ
と
話
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。
と
こ
ろ
が
、
戦
前
の
話
を
す
る
と
、

あ
な
た
方
は
、
過
去
の
こ
と
ば
か
り
言

っ
て
い
る
と
か
、
黄
色
い
署
名
は
持
っ

て
く
る
が
後
は
顔
も
見
な
い
、
と
言
わ

れ
る
。
今
の
時
点
で
ど
の
よ
う
に
署
名

の
意
義
を
訴
え
て
い
く
の
か
、
な
か
な

か
会
員
の
中
で
議
論
が
起
こ
ら
な
い
。

一
方
、
現
代
の
治
安
維
持
法
�
共
謀

罪
新
設
、
内
心
の
自
由
も
な
い
弾
圧
の

体
制
が
つ
く
ら
れ
戦
争
に
引
っ
張
り
込

ま
れ
て
い
く
。
こ
う
い
う
時
だ
か
ら
こ

そ
、
戦
前
の
治
安
維
持
法
に
よ
る
犠
牲

者
へ
の
謝
罪
と
賠
償
を
求
め
る
こ
と

が
、
再
び
日
本
を
戦
争
国
家
に
し
な
い

た
め
に
必
要
な
ん
だ
、
と
い
う
訴
え
が

重
要
と
議
論
に
な
っ
た
。

署
名
目
標
の
一
割
の
協
力
者
が

一
人
十
人
の
署
名
を
集
め
る

山
形

島
津

昭

今
年
は
、
目
標
は
達
成
で
き
な
い
か

と
思
っ
た
が
何
と
か
達
成
で
き
た
。
一

つ
は
全
同
盟
員
が
取
り
組
む
こ
と
が
基

本
。
二
つ
目
は
、
諸
団
体
に
お
願
い
す

る
。
い
ろ
ん
な
集
会
や
い
ろ
ん
な
機
会

に
署
名
行
動
を
や
る
。
も
う
ひ
と
つ
大

事
な
点
は
、
同
盟
員
を
含
め
署
名
目
標

の
一
割
の
協
力
者
を
つ
く
る
こ
と
。
こ

う
す
れ
ば
、
一
人
が
十
人
の
署
名
を
集

め
れ
ば
目
標
を
達
成
で
き
る
。
協
力
者

の
対
象
は
一
杯
い
る
「
赤
旗
」
日
曜
版

読
者
な
ど
十
人
に
お
願
い
す
れ
ば
、
数

人
は
協
力
し
て
く
れ
る
。
達
成
し
た
と

こ
ろ
で
は
、
や
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

今
年
も
国
会
請
願
で
三
十
数
万
の
署

名
を
届
け
た
が
、
結
果
は
ど
う
な
っ
た

か
教
え
て
ほ
し
い
。

県
本
部
事
務
局
長
が
倒
れ
た
。
ど
う

仕
事
し
て
い
る
か
、
経
験
を
教
え
て
。

毎
月
二
ケ
タ
を
拡
大
、
全
国
女
性

交
流
会
の
参
加
者
も
全
員
が
成
果

大
阪

塩
田
一
行

毎
月
二
ケ
タ
拡
大
し
て
、
二
ケ
タ
減

ら
し
て
い
る
。
十
二
月
は
、
最
高
時
現

勢
を
突
破
し
て
新
年
を
迎
え
よ
う
と
四

三
人
を
拡
大
。
大
会
以
来
二
〇
三
人
増

や
し
、
退
会
一
一
七
人
で
八
六
人
の
純

増
。
六
月
二
五
日
の
大
会
ま
で
に
二
四

〇
〇
人
を
や
り
き
り
た
い
。
五
月
の
大

阪
赤
旗
ま
つ
り
で
は
、
親
睦
と
交
流
、

同
盟
の
存
在
意
義
を
示
す
絶
好
の
チ
ャ

ン
ス
と
し
て
三
役
は
二
名
、
役
員
は
一

人
の
拡
大
目
標
で
取
り
組
み
、
会
員
二

九
人
と
署
名
一
四
七
六
筆
を
集
め
た
。

３
・
１５
、
４
・
１６
大
弾
圧
記
念
集
会

を
共
産
党
・
民
青
・
同
盟
の
三
者
で
協

賛
団
体
も
募
っ
て
、
浜
林
正
夫
・
一
橋

大
学
名
誉
教
授
を
迎
え
て
「
い
ま
、
多

喜
二
か
ら
学
ぶ
」の
講
演
会
を
開
き
、二

五
〇
人
が
参
加
。会
員
を
二
人
を
拡
大
。

全
国
女
性
交
流
集
会
に
参
加
の
一
一

人
全
員
が
拡
大
で
成
果
を
あ
げ
た
。

先
輩
の
戦
争
反
対
、
平
和
と
人
権

守
る
闘
い
知
ら
せ
る
冊
子
を
発
行

新
潟

北
村
直
吉

会
議
に
間
に
合
う
よ
う
に
「
風
雪
の

大
地
に
刻
む
」
を
発
行
し
た
。
治
安
維

持
法
犠
牲
者
の
名
簿
作
成
に
取
り
組
み

三
〇
八
名
を
ま
と
め
た
。こ
の
過
程
で
、

先
輩
の
戦
争
に
反
対
す
る
闘
い
、
人
権

を
守
る
姿
勢
を
正
し
く
県
民
に
伝
え
よ

う
と
こ
の
冊
子
が
で
き
た
。
こ
れ
は
、

今
の
情
勢
が
求
め
て
い
る
大
事
な
課
題

だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

冊
子
に
は
、
四
〇
件
が
収
録
さ
れ
て

い
る
。
支
配
階
級
が
、
侵
略
戦
争
を
遂

行
す
る
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
暴
圧
を
加
え

る
。
ど
ん
な
苦
し
い
中
に
あ
っ
て
も
、

戦
争
を
許
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
労

働
者
、
農
民
の
闘
い
が
粘
り
強
く
や
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

掲
載
さ
れ
て
い
る
香
川
三
兄
弟
の
地

元
新
発
田
市
で
は
、
一
一
団
体
で
実
行

委
員
会
を
つ
く
り
顕
彰
の
集
い
を
成
功

さ
せ
、
会
員
五
人
を
拡
大
し
た
。

�
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衆
議
院

自
由
民
主
党

谷
畑

孝

民
主
党
・

無
所
属
ク
ラ
ブ

古
川

元
久

近
藤

昭
一

寺
田

学

大
畠

章
宏

＊
柚
木

道
義

＊
山
井

和
則

田
島

一
成

細
野

豪
志

渡
辺

周

＊
菅

直
人

羽
田

孜

西
村
智
奈
美

＊
筒
井

信
隆

北
橋

健
治

横
光

克
彦

＊
原
口

一
博

＊
古
賀

一
成

＊
大
串

博
志

＊
川
内

博
史

土
肥

隆
一

藤
村

修

奥
村

展
三

＊
北
神

圭
朗

＊
岡
本

充
功

前
田

雄
吉

小
宮
山
洋
子

末
松

義
規

＊
郡

和
子

近
藤

洋
介

篠
原

孝

＊
荒
井

聰

松
木

謙
公

笠

浩
史

長
浜

博
行

松
本

龍

＊
玄
葉
光
一
郎

＊
佐
々
木
隆
博

＊
仲
野

博
子

金
田

誠
一

中
川

正
春

安
住

淳

日
本
共
産
党

塩
川

鉄
也

赤
嶺

政
賢

石
井

郁
子

吉
井

英
勝

穀
田

憲
二

佐
々
木
憲
昭

＊
笠
井

亮

高
橋
千
鶴
子

志
位

和
夫

社
会
民
主
党
・

市
民
連
合

＊
照
屋

寛
徳

＊
日
森

文
尋

＊
重
野

安
正

＊
辻
元

清
美

＊
保
坂

展
人

＊
菅
野

哲
雄

＊
阿
部

知
子

国
民
新
党

亀
井

静
香

参
議
院

自
由
民
主
党

田
村

公
平

民
主
党
・

緑
風
会

小
林

元

郡
司

彰

足
立

信
也

辻

泰
弘

江
田

五
月

大
塚

耕
平

山
下
八
洲
夫

高
橋

千
秋

小
川

敏
夫

＊
蓮

坊

和
田
ひ
ろ
子

＊
佐
藤

雄
平

岡
崎
ト
ミ
子

＊
北
澤

俊
美

峰
崎

直
樹

浅
尾
慶
一
郎

＊
若
林

秀
樹

前
田

武
志

大
石

正
光

＊
喜
納

昌
吉

＊
下
田

敦
子

＊
羽
田
雄
一
郎

＊
佐
藤

泰
介

＊
水
岡

俊
一

＊
円

よ
り
子

＊
林

久
美
子

＊
藤
本

祐
司

＊
櫻
井

充

＊
千
葉

景
子

＊
山
本

孝
史

＊
鈴
木

寛

公
明
党

＊
風
間

殖

日
本
共
産
党

緒
方

靖
夫

小
林
美
恵
子

紙

智
子

吉
川

春
子

井
上

哲
士

仁
比

聡
平

大
門
実
紀
史

市
田

忠
義

小
池

晃

社
会
民
主
党
・

護
憲
連
合

＊
近
藤

正
道

＊
田

英
夫

渕
上

貞
雄

＊
又
市

征
治

福
島
み
ず
ほ

無
所
属

＊
糸
数

慶
子

鈴
木

陽
悦

衆
議
院
議
員

計
五
九
名

参
議
院
議
員

計
四
九
名

合
計

一
〇
八
名

（
う
ち
新
紹
介
議
員
四
三
名
）

年
度
別
国
会
紹
介
議
員

一
九
九
四
年

三
八
名

九
五
年

六
二
名
（
＋
２４
）

九
六
年

六
九
名
（
＋
７
）

九
七
年

七
四
名
（
＋
５
）

九
八
年

八
九
名
（
＋
１５
）

九
九
年

一
一
四
名
（
＋
２６
）

二
〇
〇
〇
年

一
四
〇
名
（
＋
２５
）

〇
一
年

一
五
一
名
（
＋
１１
）

〇
二
年

一
六
〇
名
（
＋
９
）

〇
三
年

一
七
四
名
（
＋
１４
）

〇
四
年

一
四
五
名
（
－
２９
）

〇
五
年

一
二
九
名
（
－
１６
）

〇
六
年

一
〇
八
名
（
－
２１
）

国
会
請
願
紹
介
議
員
一
覧
６
月
１８
日
現
在

＊
印
は
新

最近１０年間の国賠署名数推移
（個人・団体・計）
２８８，２２７
３１６，０００
３００，０００
３３８，０００
２７０，０００
３１６，０００
３２５，０００
３４２，０９０
３２０，７４４
３１２，７７７

１９９７年
１９９８年
１９９９年
２０００年
２００１年
２００２年
２００３年
２００４年
２００５年
２００６年
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��
「
藤
森
氏
や
労
農
党
の
演
説
を
聞
い

て
下
さ
い
ま
し
た
か
…
」
。
一
九
二
八

年
二
月
、
労
農
党
本
部
に
つ
め
て
普
選

闘
争
を
始
め
た
伊
藤
千
代
子
が
、
郷
里

諏
訪
の
統
一
候
補
・
藤
森
成
吉
へ
の
支

持
を
祖
父
母
に
呼
び
か
け
た
手
紙
の
一

節
で
あ
る
。
藤
森
は
、
地
元
の
青
年
や

三
木
清
ら
中
央
著
名
人
の
応
援
を
う
け

善
戦
、
地
元
諏
訪
で
は
当
選
ラ
イ
ン
に

い
た
が
惜
し
く
も
敗
れ
た
。
こ
の
時
、

京
都
で
は
山
宣
が
当
選
し
た
。

藤
森
成
吉
は
、
上
諏
訪
町
の
薬
種
問

屋
大
坂
屋
に
生
ま
れ
、
諏
訪
中
学
、
一

高
を
経
て
東
大
へ
進
学
。
旧
制
六
高
時

代
の
教
え
子
に
郭
沫
若
が
い
る
。
の
ち

『
波
』
『
何
が
彼
女
を
さ
う
さ
せ
た
か
』

『
狼
へ
』
、
戯
曲
『
磔
茂
左
衛
門
』
な

ど
を
次
々
に
発
表
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作

家
の
道
に
進
ん
だ
。
二
九
年
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
作
家
同
盟
委
員
長
、
三
二
年
治
安

維
持
法
違
反
で
検
挙
さ
れ
た
。

戦
前
、
細
井
和
喜
蔵
『
女
工
哀
史
』

の
印
税
で
東
京
青
山
に
「
無
名
戦
士
の

墓
」
を
建
立
。
戦
後
七
二
年
に
は
国
民

救
援
会
会
長
に
就
任
、
人
民
解
放
運
動

に
献
身
し
て
七
七
年
、
八
四
歳
で
没
。

歌
碑
は
、
七
年
後
の

八
四
年
六
月
諏
訪
湖
畔

百
景
園
に
建
立
さ
れ
、

碑
面
に
は
、藤
森
の「
山

川
の
た
ぎ
つ
瀬
見
れ
ば

飽
く
こ
と
を
知
ら
ざ
る

こ
こ
ろ
山
の
子
の
わ

れ
」が
刻
ま
れ
て
い
る
。

（
東
京
・
藤
田
廣
登
）

夏
の
訪
れ
は
、
戦
後
日
本
で
は
原
水

爆
禁
止
運
動
の
季
節
の
到
来
。

一
九
四
五
年
八
月
六
日
、
九
日
の
被

爆
直
後
か
ら
、
現
地
広
島
・
長
崎
の
被

爆
者
自
身
に
よ
る
受
難
の
実
相
を
知
ら

せ
る
運
動
が
、
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

破
壊
力
の
巨
大
化
と
、
家
庭
の
台
所

ま
で
恐
怖
に
お
と
し
い
れ
た
ビ
キ
ニ
水

爆
事
件
を
契
機
に
、
東
京
・
杉
並
か
ら

国
民
的
運
動
と
し
て
燎
原
の
火
の

よ
う
に
全
国
に
広
が
り
ま
し
た
。

核
兵
器
の
拡
大
と
相
ま
っ
て
、

キ
ュ
ー
バ
危
機
や
ベ
ト

ナ
ム
戦
争
、
湾
岸
戦
争

な
ど
現
実
に
核
兵
器
が

使
わ
れ
る
危
機
に
直
面

し
て
、
今
日
原
水
爆
禁

止
運
動
は
五
つ
の
大
陸
に
わ
た
っ

て
、
人
類
の
死
活
に
か
か
わ
る
緊
急
の

課
題
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

ホ
ッ
ト
な
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
、
六
月

十
二
日
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
国
際
平
和

研
究
所
が
二
〇
〇
六
年
版『
平
和
年
鑑
』

を
刊
行
し
ま
し
た
。
世
界
で
も
っ
と
も

権
威
の
あ
る
軍
事
情
勢
報
告
書
。

「
核
兵
器
の
現
状
は
、米
国
、ロ
シ
ア
、

フ
ラ
ン
ス
、英
国
、中
国
の
五
カ
国
で
三

万
二
千
三
百
発
。
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ

ン
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
三
カ
国
も
核
兵
器

を
増
産
し
、
長
距
離
ミ
サ
イ
ル
な
ど
運

搬
手
段
の
開
発
を
進
め
て
い
る
」

長
距
離
ミ
サ
イ
ル
と
い
え
ば
、
い
ま

関
心
を
集
め
て
い
る
北
朝
鮮
の
テ
ポ
ド

ン
二
号
。
機
能
上
核
弾
頭
は
搭
載
で
き

な
い
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
日
米
両
国
政

府
は
発
射
準
備
完
了
と
危
機
感
を
煽

り
、
世
界
的
規
模
で
の
日
米
共
同
作
戦

展
開
の
「
米
軍
再
編
」、そ
の
中
で
東

京
・
横
田
基
地
を
日
米
共
同
セ
ン
タ

ー
と
す
る
「
ミ
サ
イ
ル
防
衛
計
画
」

の
実
戦
配
備
を
正
当
化
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
テ
ポ
ド
ン
二
号
と
米
軍

再
編
。
い
ま
ア
ジ
ア
で
戦
争
へ
の
脅

威
を
極
度
に
強
め
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
衝
撃
的
な
ニ
ュ
ー
ス
は
ア

メ
リ
カ
の
雑
誌『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
』

（
四
月
十
七
日
号
）
の
情
報
。
イ
ラ
ン

政
府
の
原
子
力
平
和
利
用
開
発
政
策
に

対
し
、
核
兵
器
保
有
を
め
ざ
す
も
の
と

し
て
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
が
核
兵
器
を
使

っ
て
攻
撃
破
壊
す
る
と
い
う
秘
密
計
画

の
告
発
で
す
。

当
面
の
諸
課
題
の
平
和
的
解
決
と
、

一
日
も
早
い
核
兵
器
廃
絶
実
現
の
た
め

に
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
の
大
き
な
成

功
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

（
元
）

顕彰碑
探探訪訪

時の焦点

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
・
人
民
運
動
に
献
身

藤
森
成
吉
歌
碑

核兵器３万２３００発
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伊
藤
は
側
に
あ
る
鉛
筆
を
取
る

と
看
守
が
見
飽
き
て
な
げ
出
し
た
「
警

察
協
会
雑
誌
」
の
裏
表
紙
に
ゴ
ヂ
ッ
ク

で
、
…
恨
み
の
日
三
月
一
五
日
同
志
小

林
多
喜
二
の
勞
農
葬
を
守
れ
！

憎
む

可
き
白
テ
ロ
に
デ
モ
で
逆
襲
せ
よ
！

な
ど
と
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
書
き
な
ぐ
る
と

一
寸
鉛
筆
を
置
い
て
「
★
三
月
十
五
日

午
後
三
時
一
斉
に
黙
祷
せ
よ
！
」
と
書

き
た
し
た
。

看
守
は
目
を
大
き
く
見
張
つ
て
、
そ

の
一
字
々
々
を
見
つ
め
て
ゐ
た
―
―

池
田
勇
作
が
中
心
的
に
活
動
し
た
日

本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
同
盟（
ナ
ル
プ
）

山
形
支
部
準
備
会
機
関
紙「
庄
内
の
旗
」

第
三
号
（
一
九
三
三
年
六
月
に
発
行
。

創
刊
号
、
二
号
は
押
収
さ
れ
蔭
も
形
も

な
い
。
最
終
号
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ

の
号
は
奇
跡
的
に
或
る
寺
院
の
須
弥
壇

か
ら
発
見
さ
れ
た
）
に
自
ら
の
四
度
目

の
逮
捕
（
一
九
三
三
年
三
月
十
五
日
）

を
題
材
に
報
告
文
学
と
し
て
発
表
し
た

「
黙
祷
」
の
一
節
を
紹
介
し
ま
し
た
。

鶴
岡
に
四
〇
余
名
の
文
化
ク
ラ
ブ

池
田
勇
作
は
一
九
三
一
年
か
ら
、
東

京
に
活
動
の
場
を
移
す
一
九
三
四
年
の

終
わ
り
ま
で
の
間
、
山
形
県
庄
内
地
方

の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
運
動
の
中
心
的

活
動
家
で
作
家
同
盟
、
演
劇
同
盟
等
の

運
動
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
ま
す
。

山
形
県
史
第
五
巻
「
県
内
の
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
文
化
運
動
」
の
項
に
は
彼
の
活
動

に
関
し
、
鶴
岡
で
一
九
三
二
年
一
月
に

鶴
岡
文
化
ク
ラ
ブ
を
四
〇
余
名
で
結
成

し
、
読
書
会
や
座
談
会
・
演
劇
公
演
・

機
関
紙
発
行
な
ど
活
発
な
運
動
を
展
開

し
て
い
た
、
と
い
う
ふ
う
に
記
載
し
て

い
ま
す
。

特
高
の
執
拗
か
つ
陰
湿
な
付
け
廻
し

と
度
重
な
る
逮
捕
で
活
動
の
場
だ
け
で

な
く
生
活
の
糧
さ
え
危
う
く
な
っ
た
彼

は
上
京
し
、
活
動
の
場
を
東
京
に
移
し

社
会
運
動
通
信
社
、
ハ
ウ
ス
オ
ル
ガ
ン

（
広
報
誌
）
、
機
械
工
の
友
社
等
の
記

者
、日
本
技
術
協
会
書
記
と
職
を
変
え
、

さ
ら
に
日
本
ダ
イ
カ
ス
ト
、
東
京
自
動

車
、
三
菱
重
工
業
社
な
ど
の
工
場
労
働

者
も
経
験
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
間
、
一
九
四
〇
年
六
月
二
十
五
日

に
妻
の
阿
部
郁
と
共
に
逮
捕
さ
れ
る
ま

で
の
活
動
は
、
一
九
三
八
年
頃
は
伊
藤

律
の
指
導
す
る
「
第
二
指
導
部
」
で
麻

生
正
子
、
新
井
静
子
ら
と
、
ま
た
、
一

九
四
〇
年
頃
は
岡
部
隆
司
や
長
谷
川
浩

の
下
で
阿
部
郁
（
鶴
岡
に
隣
接
す
る
余

目
町
―
現
庄
内
町
―
出
身
、
一
九
三
六

年
日
本
女
子
大
卒
、
紀
伊
国
屋
勤
務
の

才
媛
で
勇
作
と
結
婚
し
て
い
た
）
ら
と

共
に
い
く
つ
か
の
職
場
組
織
へ
の
啓
蒙

活
動
を
担
い
、
更
に
野
本
正
治
な
ど
と

も
連
携
し
て
、
共
産
党
再
建
に
取
り
組

ん
で
い
た
―
―
、
と
「
思
想
月
報
」
等

権
力
側
資
料
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

県
内
唯
一
の
獄
死
者
と
し
て

池
田
勇
作
、
妻
郁
な
ど
一
連
の
逮
捕

は
伊
藤
律
の
特
高
へ
の
屈
服
で
売
り
渡

さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
池
田
勇

作
は
長
期
拘
留
の
後
結
核
で
衰
弱
し
た

体
で
一
九
四
三
年
の
秋
下
獄
し
、
一
九

四
四
年
三
月
十
三
日
豊
多
摩
刑
務
所
で

獄
死
し
ま
し
た
。
遺
骨
を
抱
い
て
古
里

の
庄
内
に
戻
っ
た
郁
も
ま
た
結
核
に
よ

り
一
九
四
五
年
八
月
九
日
失
意
の
内
に

亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
池
田
勇
作
は
山

形
県
の
治
安
維
持
法
犠
牲
者
で
唯
一
の

獄
死
者
で
す
。
彼
は
、
最
近
解
っ
た
こ

と
で
す
が
、
『
中
央
公
論
』
や
日
本
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
集
に
も
作
品
を
発
表

す
る
活
動
も
し
て
い
ま
し
た
。

情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

私
た
ち
は
没
後
６２
年
、
遅
き
に
失
し

た
感
は
あ
り
ま
す
が
、
し
か
し
こ
の
大

切
な
時
期
だ
か
ら
こ
そ
と
、
池
田
勇
作

と
妻
郁
の
生
涯
を
何
と
し
て
も
解
き
明

か
し
、
文
芸
作
品
と
共
に
甦
ら
せ
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
上
京
後

の
勇
作
、
そ
し
て
郁
の
生
活
や
活
動
に

は
解
ら
な
い
事
が
一
杯
で
す
の
で
、
こ

の
機
会
に
他
か
ら
聞
い
た
話
も
含
め

て
、
い
ろ
ん
な
情
報
を
お
寄
せ
い
た
だ

く
こ
と
を
心
か
ら
期
待
し
て
い
ま
す
。

豊
多
摩
刑
務
所
で
獄
死
し
た

池
田
勇
作
と
妻
郁
の
生
涯

山
形
県
鶴
岡
市

池
田
正
道
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同
盟
歌
壇

碓
田
の
ぼ
る
選

岐
阜
県

和
田

昌
三

初
七
日
の
法
要
終
え
し
住
職
は
茶
も
飲
ま
ず
九
条
の
意
義
を
語
り
ぬ

〈
評
〉
檀
家
の
法
要
の
あ
と
に
、
待
ち
切
れ
な
か
っ
た
よ
う
に
僧
は
憲
法
九
条

の
こ
と
を
語
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
仏
教
の
本
旨
も
九
条
の
精
神
と
通
ず

る
と
の
確
信
に
立
っ
た
僧
の
姿
で
あ
る
。

東
京
都

若
林

義
文

運
動
は
要
め
の
人
の
逝
き
し
あ
と
も
継
ぐ
人
あ
り
て
何
ご
と
も
な
く

〈
評
〉や
や
抽
象
的
、
概
念
的
な
作
品
だ
が
、
作
者
の
歌
い
た
い
所
は
明
ら
か
。

運
動
に
は
、
中
心
の
人
も
リ
ー
ダ
ー
も
必
要
だ
が
、
結
局
の
と
こ
ろ
は
、
継

い
で
い
く
人
々
が
あ
っ
て
こ
そ
発
展
す
る
と
。

新
潟
県

加
茂
川
ハ
ル
子

ご
ん
ぎ
ょ
う

増
上
寺
朝
の
勤
行
鉦
・
木
魚
・
太
鼓
・
読
経
と
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
如
し

〈
評
〉
夫
を
失
な
っ
た
友
人
と
寺
巡
り
の
旅
を
し
た
と
い
う
。
朝
の
勤
行
が
「
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
」
の
よ
う
だ
と
聞
い
た
所
に
、
こ
の
歌
も
平
凡
な
寺
巡
り
の
歌

か
ら
救
っ
て
い
る
。

静
岡
県

江
川

佐
一

三
十
一
万
の
一
人
ひ
と
り
に
頼
み
し
か
国
賠
署
名
持
ち
て
届
け
ぬ

〈
評
〉
国
賠
署
名
の
国
会
提
出
行
動
に
参
加
し
た
と
き
の
作
品
で
あ
ろ
う
。
三

十
一
万
と
い
う
数
に
作
者
は
、
そ
れ
だ
け
の
人
と
対
話
し
て
署
名
を
よ
せ
て

も
ら
っ
た
運
動
に
感
動
を
し
て
い
る
。

東
京
都

山
崎

元

「
海
ゆ
か
ば
」
「
天
皇
歌
」
な
ど
和
歌
六
首
掲
げ
ら
れ
た
る
遊
就
館
劈
頭

〈
評
〉
靖
国
神
社
の
遊
就
館
は
、
侵
略
戦
争
美
化
の
、
い
わ
ゆ
る
靖
国
史
観
の

宣
伝
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。
そ
こ
に
入
っ
た
途
端
の
異
様
な
雰
囲
気
を
作
者
は

と
ら
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

な
ん
き
ん

◎
今
も
南
京
の
光
景
が

「
公
園
と
か
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
と
か
、

ち
ょ
っ
と
広
い
所
に
は
死
体
が
う
ず

た
か
く
折
り
重
な
っ
て
た
。
撃
た
れ

て
た
り
刺
さ
れ
て
た
り
。
後
ろ
手
に

縛
ら
れ
た
人
、
縄
で
何
人
か
ま
と
め

て
つ
な
が
れ
た
人
、
裸
の
人
も
あ
っ

た
」「

民
家
の
土
間
に
べ
た
ー
っ
と
血

の
り
が
残
っ
て
て
、
中
を
の
ぞ
く
と
、

殺
さ
れ
て
ま
し
た
。
お
年
よ
り
の
男

女
や
っ
た
。
あ
れ
は
兵
隊
じ
ゃ
な
い

や
ろ
う
ね
」

「
教
育
や
な
。
中
国
人
は
人
間
と

も
思
っ
て
な
か
っ
た
。
日
本
は
他
の

国
よ
り
優
れ
て
る
。
殺
し
て
も
い
い

ん
や
。
そ
ん
な
感
覚
で
し
た
…
ほ
ん

ま
の
戦
争
を
知
っ
て
い
る
者
が
、
若

い
人
に
伝
え
て
い
か
ん
と
ど
う
に
も

な
ら
ん
。
経
験
者
が
減
っ
て
き
て
い

る
ん
や
か
ら
、
生
き
残
っ
て
い
る
者

が
し
っ
か
り
せ
ん
と
。
簡
単
な
こ
と

や
な
い
で
す
け
ど
な
」
（
三
上
翔
）

「
こ
の
出
入
証
を
見
て
く
だ
さ
い
。

『
慰
安
所
』
は
日
本
軍
と
関
係
な
か

っ
た
な
ん
て
言
わ
せ
ま
せ
ん
…
そ
の

女
性
た
ち
の
存
在
や
軍
と
の
関
係
を

歴
史
か
ら
消
す
よ
う
な
動
き
は
絶
対

に
許
せ
な
い
」
（
松
原
勝
）

「
こ
れ
ま
で
に
も
戦
争
体
験
を
話

す
機
会
は
あ
り
ま
し
た
が
、
実
は
ま

だ
一
度
も
話
し
て
い
な
い
こ
と
が
あ

る
ん
で
す
。
（
生
体
解
剖
）
え
え
、

家
族
に
も
…
戦
後
六
十
年
た
っ
た
今

も
深
く
心
の
中
に
突
き
刺
さ
っ
た
ま

ま
で
す
。
若
い
人
た
ち
が
戦
争
の
真

実
を
知
る
き
っ
か
け
に
な
る
の
で
あ

れ
ば
、
と
思
っ
て
」
（
今
津
茂
）

こ
れ
が
証
言
内
容
の
一
部
で
あ
る
。

こ
の
人
々
は
決
し
て
特
別
の
人
で
は

な
く
、
家
庭
に
平
和
に
暮
ら
し
て
い

れ
ば
よ
き
父
で
あ
り
兄
で
あ
っ
た
で

あ
ろ
う
。
時
代
（
戦
争
）
に
翻
弄
さ

れ
人
間
と
し
て
取
り
返
し
の
つ
か
な

い
こ
と
を
体
験
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
っ

た
の
で
あ
る
。

（
倉
）

書棚

元
日
本
兵
が
語
る

「
大
東
亜
戦
争
」の
真
相

日
本
共
産
党
中
央
委
員
会
出
版
局

定
価
四
〇
〇
円
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８
・
１５
街
頭
宣
伝
行
動
を

成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
！

毎
年
「
終
戦
記
念
日
」
の
八
月
十
五

日
に
、
私
た
ち
同
盟
は
、
全
国
の
統
一

行
動
と
し
て
、
「
再
び
戦
争
と
暗
黒
政

治
を
ゆ
る
さ
な
い
」
誓
い
の
ア
ピ
ー
ル

を
掲
げ
た
チ
ラ
シ
を
配
布
し
、
署
名
を

お
ね
が
い
す
る
な
ど
の
街
頭
行
動
を
お

こ
な
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
と
し
は「
戦
争
す
る
国
」め
ざ
す
企

て
が
い
っ
そ
う
す
す
め
ら
れ
、
教
育
基

本
法
改
悪
法
案
、「
共
謀
罪
」
法
案
、
国

民
投
票
法
案
、
防
衛
庁
の
省
昇
格
法
案

等
の
悪
法
案
が
軒
な
み
継
続
審
議
と
な

っ
て
い
る
中
で
迎
え
る
８
・
１５
で
す
。

中
央
本
部
で
は
、
配
布
す
る
チ
ラ
シ

の
版
下
を
い
ま
作
成
中
で
、
七
月
末
ま

で
に
は
各
県
本
部
に
お
送
り
し
ま
す
。

こ
と
し
は
、
ぜ
ひ
す
べ
て
の
県
本
部

が
、
し
か
も
、
な
る
べ
く
多
く
の
地
域

で
こ
の
行
動
に
と
り
く
も
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

国
民
に
と
っ
て
忘
れ
る
こ
と
の
で
き

な
い
こ
の
日
、
「
戦
争
反
対
」
「
憲
法

９
条
守
れ
」
な
ど
の
声
を
高
ら
か
に
あ

げ
、
一
人
で
も
多
く
の
人
た
ち
に
平
和

を
訴
え
ま
し
ょ
う
。

事
務
局
日
誌

６
月
１
日

全
労
連
会
館
５
周
年
記
念

レ
セ
プ
シ
ョ
ン

６
月
２
日

葛
飾
ビ
ラ
弾
圧
事
件
第
十

二
回
公
判

６
月
３
日

婦
団
連
幹
事
会
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム

６
月
５
日

日
本
国
際
法
律
家
協
会
幹

事
会

６
月
１４
日

亀
戸
事
件
実
行
委
員
会

６
月
１５
日

国
際
人
権
活
動
日
本
委
員

会
外
務
省
交
渉

６
月
１９
日

国
際
人
権
活
動
日
本
委
員

会
幹
事
会

６
月
２０
日

「
不
屈
」
編
集
会
議

６
月
２１
日

日
本
国
際
法
律
家
協
会
世

界
社
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加

準
備
会

６
月
２２
日

中
央
三
役
会
議

６
月
２３
日

中
央
常
任
理
事
会
、
中
央

理
事
会

６
月
２３
日

葛
飾
ビ
ラ
弾
圧
事
件
第
十

三
回
公
判

〈
寄
贈
図
書
〉

『
深
き
夢
み
し
』
―
女
た
ち
の
抵
抗
史

著
者

井
上
と
し

三
、
二
〇
〇
円

同
盟
の
絵
手
紙
を
用
意
し
ま
し
た
。

三
枚
一
組
二
〇
〇
円

是
非
ご
活
用
を

申
し
込
み
は

同
盟
本
部
ま
で
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